
 

第10回江津市柔道大会開催要項 

（第10回記念大会） 

１ 主   催    江津市柔道連盟 

2 共   催    江津市 江津市教育委員会 江津市スポーツ協会 

3 期   日    令和4年１０月1日(土) 

4 日   程    ・選手集合    ８時１５分        ・役員集合    ８時４５分 

 ・開会式      ９時１５分より     ・競技開始    ９時３０分より 

             ・閉会式     １１時００分（予定） 

※大会終了後 後期江津市昇級審査会並びに小学生級別審査会    

5 会   場    江津市立江津中学校 柔道場 

 

6 開催種目    次の（1）～（3）の部を開催、個人戦を行う・・・参加人数の制限は設けない 

            ⑴ 幼児・小学生の部   ①幼児の部（年少・年中・年長：男女混合試合） 

②低学年の部（１・２年：男女混合試合）  

③中学年の部（３・４年：男女混合試合） 

                         ④高学年の部（５・６年：男女混合試合） 

             ⑵ 中学生の部       ①男子１年生の部  ②男子２年生の部  ③男子全学年の部 

                                 ④女子１年生の部  ⑤女子２年生の部  ⑥女子全学年の部 

⑶ 一般の部         ①成年男子の部（高校生以上）2段以下の部 （体重無差別） 

②成年男子の部（高校生以上）3段以上の部 （    〃   ） 

③成年女子の部（高校生以上）※段級制限なし （    〃    ） 

7 競技方法 ⑴ ５人以上の場合は、トーナメント戦とし、４人以下の場合はリーグ戦とする。 

            ⑵ トーナメント戦の順位決定戦は行わない。 
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          ⑶ 試合時間 

   ①幼児                …１分間、延長戦無し（試合時間内の優劣で判定） 

②小学生  ・低学年・中学年…２分間、延長戦無し（試合時間内の優劣で判定） 

・高学年       …２分間、延長戦無し（         〃         ） 

             ②中学生              …３分間、延長戦 時間制限無し 

             ③一般の部            …３分間、延長戦 時間制限無し 

8 競技規則 ⑴ 幼児・小学生・中学生   ・・・国際柔道連盟試合審判規定、少年大会特別規定 

⑵ 一般の部            ・・・国際柔道連盟試合審判規定 

9 参加資格 ※柔道経験が1か年に満たないもの、並びに1年を超えた柔道経験者であっても 

            試合に出場できる技量が備わってないと判断されるものは、大会に参加できない。 

10申し込み  ⑴申込先 江津市柔道連盟事務局 太田 敏一   連絡先 090-5707-0067    

⑵申込期日 〆切 ９月２２日（木） 

⑶申込方法 所定の申込用紙により申込む 

＊濵岡塾活動の際に申込確認を行います。 

１1 個人情報について   

個人情報のうち、大会運営上必要がある名前、所属、学年、等をプログラムに記載します。また、報 

道機関等（含む、市ホームページ、石見ＫＴＶ）に記録に係る資料を提供します。 

１2 表     彰    第１～３位までの選手に賞状を授与する。 

１3 脳震盪について 

⑴ 大会前1か月以内に脳震盪を受傷した者は脳神経外科の受診を受け出場の許可を得る。 

     ⑵ 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。（なお、至急専 

門医の精査を受ける） 

  ⑶ 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得る。 

  ⑷ 当該選手の指導者は、大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出する。 

 
－２－ 
 



１4感染症対応について 
 

(1)選手および指導者、大会役員を含む関係者は下記の事項を遵守する 
下記の①～③に該当する場合は、必ず事務局に申し出て相談する。 

   ① 大会前２週間以前に新型コロナウイルス感染症の疑いのあった者、及び感染者（疑感染者）と 

の濃厚接触が疑われる者は、CPR検査を受け、ドクターから出場の許可を得る。    

   ② 大会２週間以内に感染症の疑いのある者及び感染者（疑感染者）との濃厚接触の疑いがある 

者は、大会に出場することは不可とする。（なお、至急、専門医の精査を受ける。） 

   ③ 大会終了後２週間以内に感染症の疑いが発症した場合、速やかに当該選手の指導者は大会 

事務局に対し、状況を連絡と書面により報告書を提出する。 

(2)感染症対策について 

①大会会場には、大会役員・競技役員、そして選手または、選手の家族２名までが入場できる。 

  ただし、選手については事前に配布する健康記録表の提出、会場に入場する者は、来場者健康

記録表は選手も含め観戦者も提出です。 

➁控えの選手、応援保護者、大会役員、競技役員はマスク着用を原則とする。 

③こまめに（試合前後等）手洗い、うがいを実施する。 

④施設にアルコール消毒を設置する。 

⑤常に窓を開放し、換気を行う。 

⑥全員に対し、受付時に、検温と健康確認を行う。（安全担当係に健康記録表を全員提出する） 

① 安全担当を設け、徹底した新型コロナウイルス感染予防を施し万全な安全安心の確保を行う。 

１5 その他 （1） 大会に係る保険対応等は、事務局にてスポーツ保険に加入し対応します。  

（2）当日は、後期昇級審査会を大会終了後開催します。 

(3) 本大会に関する問い合わせは、下記にお願いします 

①柔道連盟理事長 佐々木 一敬（090-4899-7426） 

➁柔道連盟副理事 太田 敏一 （090-5707-0067） 

③柔道連盟事務局 濵岡 睦月（ 080-5613-0141） 
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